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平成14年度から新教育課程がスター トすることになっている｡今回の改訂では.内容が厳選
され,数学の授業は中学校の3年間で合計2単位時間減ることは周知の事実である｡また,新教
育課程の中で基礎 ･基本の充実と ｢生きる力｣をはぐくむことが主なねらいとなっている｡私は
この両立が肝要であると考えている｡猪木武徳氏も次のように弔いている｡ ｢学歴軽視論があま
りに強調されすぎると,教育の持つ 『鍛える』という要素を見落とす危険が生まれる｡いまや大
学では,いかに学生の好奇心を喚起するか.どうすれば授業内容を面白く感 じさせるか,という
ことに多くのエネルギーが使われるようになった｡教える側のそうした 『サービス精神』もある
程度必要だが,学生が苦痛と感 じることを強制し,訓練するという要素が忘れ去られそうになっ
ているO語学を学ぶのも,数学を学ぶのも,こうした反復と訓練という要素を抜きにしては成り
立たない｡ 『いやなこと』でも時には我慢してやる.という精神は不可欠なのである｡面白さや
関心という点だけから,勉学への能動的姿勢を引き出そうとするのはあまりに一面的すさる｡ ｣
数学的な活動にばかり目が奪われると,上記のことは忘れ去られがちである｡人間はとかく目新
しいものに引かれがちになる｡また,今の世の中は ｢いやなことはしなくてよい｣という風潮が
ある｡流行に心を奪われることなく,同時に流行も追いかけて,不易なことも教えていかなけれ
ばならない｡その思いを持ちながら,少し授菜を変えてみてはどうかということを提案をしてみ
たい｡
1 はじめに
今までの私の授業実践の中で,次のことに主眼
をおいてきた｡まず.授業の中でよく理解させる
こと,次にテストでよい点を取ることができるよ
うになること,そして入試を突破できるようにな
ること｡このことはあながち執りではないだろう
し,これらのことを怠ってはいけないだろうと思
っている｡
しかし,新学習指導要領が一昨年の12月に告
示され, ｢生きる力｣を育成することが叫ばれて
おり,数学としての指導内容が縮減されるという
ことを考えると,このままでは数学の教科として
の存在価値が危快されるのではないかと思った｡
また,昨年度は3年生を担任 し,さらに選択教科
としての数学も担当した｡i襲択授業で,NHKで
1993年に放送された 『秋山仁の中学生おもしろ数
学』の一部を使って学習してみた｡そうすると,
日ごろの授業で発言はするが的はずれであった生
徒が俄然力を発揮する場面があり.それによって
何か自信を得た生徒もいた｡そして入試に関係な
いからといって授業を敬遠する生徒は少なかった
ように思われる｡
このような経験を通 して,私は数学の授集で.
｢生徒が考えること｣ ｢考えたことを説明するこ
と｣ができるような場面やクラス全体で討論する
場面を設定すれば,数学の授業がより楽しくなっ
たり,深く考える生徒が増えたり,ひいては数学
が好きになる生徒が増えたりするのではないかと
考え,次のような実践をしたC
2 私にとって ｢考える生徒｣とは .･･
数学の授業の中では,指導者が問題を提起する
場面,生徒が考える場面,指尊者と生徒がともに
解決していく場面,練習間鱒を解く場面,などが
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繰り返されている｡このようなすべての場面で生
徒は本当に考えているといえるのだろうか｡
佐伯肺氏の著書 ｢考えることの教育｣ (pp.19-
20)の中で 『教室で先生が発問するとき,ほとん
どの場合.先生は答えを頭に浮かべており.生徒
がカンを働かせて思いついてくれるのを待ってい
るのである｡連想のヒン トを与えて想起をうなが
し.うまく先生の思っていた通りの答えを出した
子をはめ.出さなかった子には,罰するとまでは
いかなくとも,｢無視する｣のであるO - ･･
･このようなとき,教師は r考えていること｣を
｢答えを出すこと｣と同一視 しているのであ
る｡』と述べている｡今土で行ってきた按､削まこ
のタイプが多かったようだ｡ しかし,本当にこの
ままでよいのだろうかと考えた｡
もちろん,このやり方の方が効率的でよく分か
る場面も多いと思う｡すべてを否定するわけでは
ないが.｢生徒が考える｣とは何かをもう一度考
え直す必要があると思った｡そこで,生徒 ｢考え
る｣場面,生徒が ｢表現する｣場面,生徒 ｢鑑賞
する｣場面を設けるべきではないか.そういう場
面をできる限り多く設定するということが出発点
ではないかと考えた｡幸いなことに本年度は1年
生を担当し, ｢算数から数学- ｣の移行期でしか
も中学校入学という新鮮な時期を担当することが
できた｡その中身の一端を紹介しよう｡
3 実 践
【その1】 これも数学の問題だ !
中学校で最初の数学の時間を塵視した｡普段な
ら,最初の1時間を1年間の学習内容や授業と宿
題のシステムなどを丁寧に説明するのだが,今年
の場合は変えた｡問題を出して考えさせることに
した｡
コップの中にバクテリアを入れます｡ 1秒
後.バクテリアはそれぞれ2個に分裂し,
2秒後には分裂したバクテリアがまた,そ
れぞれ2個に分裂します｡分裂がこのよう
に続いていって, 1分後にはコップがバク
テリアで一杯になりました｡バクテリアが
コップの半分だったのはいつでしょうかC
アンとジョンとアレックス がテ■ィス～ニーラン
ド でバスに乗りました｡バス代として7o
ラスティックのコインで5チップを支払わなけれ
ばならないのですが,3人が持っていたの
は10チップ,15チップ.20チップのコイン
だけでした｡
(ただし.3種のコインはたくさん持ってい
ました)
3人はどのようにして支払ったのでしょう
か｡
③ ビー ターが言いました｡ ｢おととい.はく
は10歳だったけど,来年には13歳にな
るんだよ｡ ｣こんなことは可能でしょうか
④3×3のマス目に1から9までの数を使っ
て魔方陣を作りなさい｡魔方陣というのは
縦.横3つずっのマス目の中に数字を入れ
縦,横,斜めのそれぞれの数の合計をみな
同じにするものです｡
(数学のひろば-柔らかい思考を育てる
問題集-Ⅰ 岩波書店
ドミトリー ･フォーミンら著/志賀ら訳)
指導の流れ
①上のうちの1問を出して,一人で考えさせる｡
1
②机間指導をして問題の答え (①)が30秒で
はないことをクラス全体に教える｡
1 (驚きと戸惑いがあった.)
(3 -人で考え直させる.
1
④ 班で考えさせる｡ (グループ解決)
1
6) 指導者 (生徒)が解説をする｡
このような流れで指導を行ってみると,生徒の
日は輝いていた｡確実に次の時間の指導に生かさ
れてくると感じた｡
【その2】 正負の数の加法
東京書籍 新編 新しい数学-1のpp.16-19の指
導を次のようにしてみた｡
pp.16117を学習するとき,次のような式が出て
くる｡
??????????????????
?
?
? ー????????
r①～G)をいろいろな観点から仲間分けしよ
う｡｣
指導の流れ
①まず一人で考えさせる｡
1
②班で話し合う｡
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(発表し合い,意見を聞き合う｡)
1
(診班の代表が黒板に書く｡
1
④班の代表が発表する｡
1
6)クラス全体で吟味するO
生徒の反応
ア ①③/②④/⑤ ･
イ ①④/②③/⑤ ･
ウ (D④/②③⑤ ･
エ (D/②③⑤/④ ･
オ ①②③④/⑤ ･
計算結果が正の数と
負の数と0｡
計算結果の絶対値が
同じO
同符号の数の和か異
符号の数の和か｡
正の数同士の計算か,
正と負の数の計算か,
負の数同士の計算か｡
計算結果が0かどう
か｡
この生徒の反応を見てみると,生徒は新鮮な目
で見て,しかもいろいろな仲間分けができている
ことが分かる｡この中から,計算する時に大切に
なるのは生徒の反応のウであることに気付かせる｡
そして,その計算の仕方を発見させて正 ･負の数
の加法の理解を深める｡
【その3】 正負の数の乗法
指導の流れ (一斉指導型で行う)
･九九の3の段を書かせる｡
1
性3×3-9からかけられる数を
1ずつ減らしていく｡
2 :×3-6
1 ;x3-3
0 :×3-0
:(-1) …×3-
:仁 2) ;×3-
ア負の数と正の数をかけると負の数
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･同じように3×3-9からかける数を
1ずつ減らしていく｡
?
?
?
?
?
?
?
?
ー ? ?
? ? ? ? ??
?
??
‥?
?
?
?
?
?
?
?
??
? ???
イ正の数と負の数をかけると負の数に
･ 今まで調べてきたことをまとめる｡
ア 負の数と正の数をかけると負の数になる
イ 正の数と負の数をかけると負の数になる
ウ 正の数と正の数をかけると正の数になる
･ ( )の中に何が入るか｡理由をつけ
て答えさせる｡
指導の流れ
(Dまず一人で考えさせる｡
J
②班で話し合う｡
(発表し合い,意見を聞き合う｡)
1
③班の代表が黒板に書く｡
④班の代表が発表する｡
(9クラス全体で吟味する｡
生徒の反応
･正×負-負で負×正-負で,違う符号の乗
法では負の数になり,同符号では正の数に
なる｡
･負の数に正の数をかけると負の数になるの
だから,負の数をかけると反対に正の数に
なるのではないか｡
×の記号は数を大きくする記号なので.負
を ｢下げる｣として正を ｢上げる｣とした
ら, ｢下げる｣ことを ｢下げる｣のだから
正の数｡ (ひっくり返る)
以前に習った
(-3)こ｣こ8)- (-3)土 8となる｡
一一で+になる｡
(-2)× (+2)ニー4 これは正しい｡
(-2)× (-2)ニー4となると,
+2- -2となっておかしいから,負と負
の乗法は正となる｡
(-1)x3-13
(-1)×2--2
(-1)×0.00001--0.00001
(-1)×0- 0
(-1)× (-0.00001)-+0.00001になるしか
ない｡
したがって,負の数と負の数の乗法は正の数
となる｡
-4 -3 -2 -】 0 1 2 3 4
知ったと思う｡さらにその中から加法の計算に
有用な分け方を生徒は見付けだしたo廻り道で
はあったが,生徒の心や印象に残りその後出あ
う間掛 こ対して自由な発想を持ち.いろいろな
面から考えられるようになるのではないかと期
待している｡
【実践 その3】で札 私の予想では負の数と
正の数の積が負の数になり,正の数と負の数で
も同じようになる,という私の説明に準じて説
明すると思ったが.生徒はそれ以外のことも出
してきた｡この反応には少しがっかりもしたが,
興味深くもあった｡特に背理法については知ら
ないはずの中学生がそれを使って証明したのに
は繁いたO考える楽しさと発想の自由さが育って
いるものと信じたい｡
このような取り組みを今後も続けていこうと
思っている｡また,この取り組みを2年 3年と
続けて行くには,大勢の方々の英知を借りる必
要もあると思っている｡いろいろご指導とご協
力をいただければ幸いに思っている｡
上の数直線のように-3,-2,-1,
-0.00001というように限りなく0に近づいてい
くが,0にはならない｡
4 まとめと課題
【実践 その 1】でこれも数学の問磨なのかと
いうことに対して生徒は驚きを持ち.数学に対
する興味を喚起することができたように思う｡
生徒は意外性のあるものには興味を持つと思うO
また,現実の生活に近い問顔でありながら.
考えてみると意外に難しいものだと思っている
ようである｡
【実践 その2】では,数学の教科書を使って
の指導だが,指導の流れのように式の仲間分け
をしてみて.仲間分けにはいろいろあることを
- 9 6 -
参考文献
1)秋山 仁 秋山仁の中学生おもしろ数学
日本放送出版協会 1993
2)佐伯 件 現代教育101選 7
考えることの教育 国土社 pp.19-20
1990
3) ドミトリー ･フォーミンら著/志賀ら訳
数学のひろば-柔らかい思考を育てる間
摩集-I 岩波書店 1998
4)新編 新しい数学-1 pp.16-19
東京番籍 1995
